
内容
• 熱中症対策においては、作業環境管理や作業管理に加え、従業員の
健康状態を適切に把握し、異変を早期に捉えることが重要です。

• 熱中症がどのような気象条件及び労働環境のもとで発症しやすいかにつ
いて、厚労省クールワークキャンペーンの内容も踏まえ、運送事業者の
事例等を元に基礎的な事項を整理のうえご説明いたします。

• あわせて、運送事業者の「人材定着(健康に働ける環境作り)」や「健康
起因事故防止」に関連したテーマとして、口頭確認や自己申告だけでは
把握しにくい体調変化を補完する手法として、運送業界における健康状
態の可視化を支えるデジタル活用の方向性についてもご紹介いたします。

講師
• 東京海上日動火災保険株式会社
コマーシャル損害部 ロスプリ＆テクノロジー戦略チーム（LTS）

• 東京海上スマートモビリティ株式会社 ロジスティクス事業部

「労働災害の防止 熱中症対策2026」
■日時：2026年7月24日（金）13:30‐15:00
■定員：50名
■開催場所：トラック会館 ３階会議室

（京都市伏見区竹田向代町４８－３）

参加無料
京都府トラック協会主催セミナー 協賛:東京海上日動火災保険株式会社

本セミナーのお問合せ先 一般社団法人京都府トラック協会 業務部
（電話：075-671-3175）

参 加
方 法

事前申込をお願いいたします。申込締切日：2026年7月17日（金）

①右記QRコードを読み取り、必要事項をご入力ください。
②５０名先着順になります（※1社２名まで）


